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Full Mouth Reconstruction
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著　藤本 博／牧江寿子／清水幹広／冨永宗嗣／木原敏裕

STEP4
全顎的な治療を行う上で欠かせないことはなんだろうか？　まず患者の状
態を的確に把握する診査・診断が重要である。そしてその診査・診断を確実

■ Chapter 1
全顎的機能回復に必要な項目
藤本　博／牧江寿子

■ Chapter 2
咬合のとらえかた
清水幹広

■ Chapter 3
機能回復と矯正治療
̶包括治療における成人矯正治療̶
冨永宗嗣

■ Chapter 4
ライフステージを考慮した
咬合再構成
藤本 博／冨永宗嗣／木原敏裕

歯科医療に真摯に向き合うための新シリーズ
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に行うために、顎関節や顎位に関する知識が必要になる。さらに、はたして
補綴治療だけで目指す治療ゴールに到達できるのか？という冷静な判断の
もと、矯正治療とのコラボレーションも念頭に置かなければならないだろ
う。STEP4は、まさに全顎的な治療を行う上でのガイダンスといえる。
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□プロフェッショナルデンティストリー
　STEP 1 Data Gathering

（モリタ商品コード 805560）

□プロフェッショナルデンティストリー
　STEP 2 Basic Treatment 

（モリタ商品コード 805570）
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□プロフェッショナルデンティストリー
　STEP 3 Bridge & Implant

（モリタ商品コード 805583）

□プロフェッショナルデンティストリー
　STEP 4 Full Mouth Reconstruction

（モリタ商品コード 805592）

患者の状態を確実に把握するために必要なエッセンス

STEP1
Data Gathering

１歯の治療が確実にできるようになるための基本手技

STEP2
Basic Treatment

歯科医療が目指すべきこれからの方向性Optimal Treatment for PatientsSTEP5
2014年
5月

刊行予定

「患者はいまどんな状態にあるのか？」その正確な把握ができなけ
れば、適切な治療はもとより、生涯にわたる安心を提供することは
不可能である。シリーズ全巻に通ずるコンセプトと、診査にあたっ
て 必 要 不 可 欠なエッセンスを凝 縮した S T E P 1 は 、
Professional Dentistry実践の第一歩を踏み出す上で欠かせ
ない１冊であろう。

歯科治療は技術を要求される医療であるかぎり、基本手技の
充実が上達の第一歩として欠かせない。
シリーズ第２巻では、基本コンセプトである『治療ゴールを見
定めた上での治療』に則った１歯単位の基本手技̶歯周治療、
修復治療、根管内処置、支台歯形成、抜歯̶を集約的に解説。
たとえ１歯の治療であっても、その治療の是非によって患者の
予後は大きく変化してしまう。すべての治療は、１歯の治療か
ら始まるのである。

欠損修復に対するコンセプト

STEP3
Bridge & Implant
欠損修復の治療オプションとして優先順位の高いブリッジとイ
ンプラント。どのように用いれば、患者に安心と安全を生涯に
わたって提供できるのか？　シリーズ第３巻では、全巻共通の
コンセプトに基づき、診査・診断時の着眼点、治療ゴールの設
定のしかたなど、これからの欠損修復のありかたを追求する。

■ Chapter 1
現在の歯科治療に必要な基本
コンセプト 
木原敏裕

■ Chapter 2
歯科治療の組み立てかた 
木原敏裕

■ Chapter 3
診断に必要な資料
中野稔也

■ Chapter 4
資料を読む際の基本コンセプト
木原敏裕

■ Chapter 5
診査・診断に活かすパノラマ
エックス線写真と口腔内写真の
読み込みかた 
山崎正子

■ Chapter 6
臨床を行う際の指標とすべき分類
中野稔也

■ Chapter 1
歯科治療の基本コンセプト
石川清之

■ Chapter 2
歯周基本治療
牧江寿子

■ Chapter 3
歯周外科治療
窪田　努

■ Chapter 4
修復治療
脇　宗弘

■ Chapter 5
根管内処置
松永健嗣

■ Chapter 6
支台歯形成
窪田　努

■ Chapter 7
欠損修復を踏まえた抜歯
石川清之／脇　宗弘

■ Chapter 1
欠損修復総論
徳田将典

■ Chapter 2
欠損修復オプション選択の
ガイドライン
徳田将典

■ Chapter 3
ブリッジの基本的な
考えかた 
加來慶久

■ Chapter 4
インプラント治療の
基本的な考えかた
松永　久／木原敏裕


